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第11回八峰町文化祭開催�第11回八峰町文化祭開催�
　
11
月
３
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た
り
、
第
11

回
八
峰
町
文
化
祭
が
、
峰
栄
館
と
フ
ァ
ガ
ス
、

八
峰
中
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
文
化
祭
は
生
涯
学
習
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
な
ど
が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披

露
す
る
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
八
峰
町
芸
術

文
化
協
会
と
八
峰
町
公
民
館
の
主
催
で
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
も
峰
栄
館
と
フ
ァ
ガ
ス
で
小
中
学
生

の
絵
画
な
ど
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
団
体
や
生

涯
学
習
講
座
の
受
講
生
に
よ
る
作
品
が
多
数

展
示
さ
れ
ま
し
た
。�

　
６
日
に
は
八
峰
中
学
校
体
育
館
で
芸
能
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
峰
中
生
の
弁
論
に

始
ま
り
、
芸
術
文
化
協
会
会
員
の
皆
さ
ん
に

よ
る
踊
り
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
第
３
回
あ
き
た
白
神
子
ど
も
の
俳

画
大
会
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）�

○
八
峰
町
長
賞�

　
神
馬
　
颯
汰
（
峰
浜
小
５
年
）�

○
八
峰
町
議
会
議
長
賞�

　
金
平
　
喜
一
（
峰
浜
小
２
年
）�

○
八
峰
町
教
育
長
賞�

　
芹
田
　
　
愛
（
峰
浜
小
３
年
）�

○
審
査
委
員
長
賞�

　
山
本
　
レ
オ
（
八
森
小
６
年
）�

　
武
田
　
彩
咲
（
峰
浜
小
６
年
）�

　
中
山
　
楓
真
（
峰
浜
小
５
年
）�

○
審
査
委
員
特
別
賞�

　
阿
部
　
伊
吹
（
峰
浜
小
６
年
）�

　
柴
田
　
　
圭
（
峰
浜
小
５
年
）�

　
米
森
　
朱
利
（
峰
浜
小
５
年
）�

　
今
井
　
眞
優
（
峰
浜
小
３
年
）�

○
佳
　
作�

　
北
川
　
一
愛
（
向
能
代
小
５
年
）�

　
安
井
　
桟
梨
（
向
能
代
小
４
年
）�

　
齊
藤
　
優
依
（
八
橋
小
６
年
）�

　
畠
山
　
琉
輝
（
小
友
小
３
年
）�

【
八
峰
町
長
賞
】�

【
八
峰
町
議
会
議
長
賞
】�

【
八
峰
町
教
育
長
賞
】�

峰浜小5年　神馬颯汰�峰浜小2年　金平喜一�峰浜小3年　芹田愛�

①力強い演奏を披露した「のぞみ＆祭鼓連」　②コーラス白神は明日がある

さなどを歌い上げた　③今年も大トリを務めた石川郷土芸能保存会�

④「川の流れのように」で会場を魅了　⑤X-ISHIKAWAは気合いの入ったス

テージを披露　⑥茂浦民謡同好会による秋田音頭　⑦若菜会は「まつり」を

披露　⑧優雅な舞いを披露した千葉グループ　⑨司会のマイケル本多（右）

とジョニー三浦（左）　⑩八峰中生による弁論・英語弁論　⑪しなやかな踊

りを披露した八峰民謡サークル　⑫ゆずシャーベットはＮＨＫ朝ドラ主題

歌などで会場を沸かせた　⑬各会場の展示コーナーは力作揃い�

①�

②�

④�

⑨�

⑪�

⑬�

⑫�

⑩�

⑦�

⑤�

⑧�

⑥�

③�
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秋
田
音
頭
の
一
節
「
秋
田
名
物

　
　
八
森
ハ
タ
ハ
タ
」
で
お
な
じ

み
の
、
季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
が
最
盛

期
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
11
月
30
日
に
八
森
漁
港
で
、
12

月
１
日
に
は
岩
館
漁
港
で
初
漁
と

な
り
ま
し
た
。
前
日
の
し
け
が
収

ま
っ
た
12
月
３
日
に
は
、
ま
と
ま

っ
た
水
揚
げ
が
あ
り
、
両
漁
港
は

活
気
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。�

季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
は
３
種
類
の

　
　
方
法
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

①
建
網
漁
（
小
型
定
置
網
）�

②
輪
壁
網
漁�

③
刺
し
網
漁�

　
こ
の
う
ち
、
刺
し
網
漁
で
は
家

族
や
親
戚
な
ど
総
出
で
、
ハ
タ
ハ

タ
を
網
か
ら
外
す
作
業
に
追
わ
れ

て
い
ま
し
た
。�

一
口
メ
モ�

　
雷
が
鳴
る
こ
の
時
期
に
獲
れ

る
魚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ハ
タ

ハ
タ
は
「
雷
の
魚
」
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
激
し
い
雷
の
こ

と
を
「
霹
靂
神
」
と
言
い
、
こ

こ
か
ら
「
ハ
タ
ハ
タ
」
に
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

1_直売所には新鮮なハタハタを求めて買い物客

が並ぶ。�

2_海が荒れることでハタハタは姿を現す。�

3_岩館漁港の初漁では約300ケースが並んだ。

4_獲りたてのハタハタをカゴへ移す漁師。�

5_八森漁港での季節ハタハタ初競り。�

6_台の上では手早く大小やオスメスの選別をする。�

7_八森観光市も多くの買い物客で賑わう。�

8_家族総出で刺し網からハタハタを外す。�

季節ハタハタ最盛期!!季節ハタハタ最盛期!!
11月25日解禁。初漁は前年と同じ11月30日�

112233

44

557788

66

<用語の定義>�

　Ｕターン者･･･町内出身者であって、5年以上町外で生活し、再び八峰町に住民登録した人                                       �

       　　　　　(但し、在学期間は含まない)                                       �

　Ｉターン者･･･町外出身者であって、新たに八峰町に住民登録した人�

<交付対象者>　八峰町に住民登録をしてから、１年以上八峰町に居住しているＵ・Ｉターン者�

<申 請 期 間>　申請期間は住民登録の日から１年以上経過した後、１年以内《厳 守》�

　　　　　　　　平成28年12月１日を基準日とした場合、平成26年11月30日以前に転入した人は住民登録�

　　　　　　　　から２年が経過しているため申請することができません�

<返 還 規 定>　奨励金等の交付を受けた日から、５年以内に町外へ転出した場合は、奨励金等を全額または一

　　　　　　　部返還していただきます。�

１.  交 付 額�

　①単身で転入した場合は　150,000円　　　②家族で転入した場合は　300,000円                        �

 ２.  交付申請�

   交付申請書等に必要事項を記入のうえ提出していただきます。                                             �

   ＜必要な添付書類＞                                             �

　　住民票謄本、戸籍の附票謄本（転入以前の５年間、町外に住んでいたことが確認できるもの）等�

定 住 奨 励 金�

次に該当する場合は補助金の交付を受けることができません。                                               �

　・転勤等で一時的に住民登録をした人                                           �

   ・福祉施設等への入所を目的として住民登録をした人                                           �

   ・勉学のため転出し、勉学の終了により再び住民登録をした人（卒業後５年以上町外で生活していた人

　　は除く）                                          �

   ・町税、使用料等を滞納している人（同居家族含む）等�

１.  対象物件�

　住民登録日の前後１年以内に購入・借用した物件�

　（以前の規定：｢但し、住民登録後に購入・借用した物件に限ります。｣）                                             �

２.  対象費用�

　定住用住宅として購入・借用した住宅の改修等に係る費用                                             �

　　・「八峰町住宅リフォーム支援事業」との併用はできません。                                           �

　　・10㎡以上の新築・増築を行う場合は「確認申請」が必要になります。                                           �

　　・家電（テレビ､洗濯機等）の購入は補助対象外となります。ただし、配管工事等を伴う電気温水器、

　　　エアコン等については補助対象とします。                                           �

３.  助 成 額�

　対象費用の1/2に相当する額、又は50万円のいずれか低い方の額（千円未満切捨）を助成します。�

　（以前の規定：｢但し、改修等に要した費用の額（千円未満切捨）に応じて、50万円を上限として助成します。」）�

４.  交付申請�

　交付申請書等に必要事項を記入のうえ提出していただきます。                                             �

　＜必要な添付書類＞                                             �

　定住奨励金の「交付決定通知書」（定住奨励金の申請と同時に行う場合は不要）、工事内容を確認できる

　書類（工事請負契約書、見積書）、施工箇所の写真　等 �

定住用住宅取得等助成金�

■問合せ先　八峰町企画財政課　　７６－４６０３�

※補助金の交付を受けることができない場合もありますので、詳細は下記へお問合せください。 � た
て
あ
み�

わ

か

べ

あ

み

�は

た

た

が

み

�
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町
で
は
、

　
町
で
は
、
1212
月
か
ら
３
月
ま
で
の

月
か
ら
３
月
ま
で
の

４
ヶ
月
間
、
皆
さ
ん
の
生
活
道
路
を

４
ヶ
月
間
、
皆
さ
ん
の
生
活
道
路
を

確
保
す
る
た
め
除
雪
作
業
を
行
い
ま

確
保
す
る
た
め
除
雪
作
業
を
行
い
ま

す
。
す
。�

　
効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め

　
効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め

に
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

に
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

雪捨て場区域には看板等を設置しておりますので雪捨て場区域には看板等を設置しておりますので、�

その区域内をご利用くださいその区域内をご利用ください。�

　
町
で
は
、
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の

４
ヶ
月
間
、
皆
さ
ん
の
生
活
道
路
を

確
保
す
る
た
め
除
雪
作
業
を
行
い
ま

す
。�

　
効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め

に
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

除
雪
作
業

除
雪
作
業
に�

　ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い�

除
雪
作
業

除
雪
作
業
に�

　ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い�

除
雪
作
業
に�

　ご
協
力
く
だ
さ
い�

協力�1 協力�2 協力�3

ご協力していただきたいこと・・・�

車道への�
雪出し禁止�

●交通事故や交通渋滞の原因に�
　なります�

路上駐車の禁止�

●１台でも大迷惑!!道路は�
　皆さんが利用しています�

玄関先から道路へ�
出る間口は各家庭で�

●間口の確保は利用目的に合わせて�
●雪は路側に積上げましょう�

雪捨て場のお知らせ�雪捨て場区域には看板等を設置しておりますので、�

その区域内をご利用ください。�

雪捨て場　峰浜地区�

雪捨て場�萩ノ台�

水沢川�

ウトウ坂下�

水沢�

ゲートボール場�

雪捨て場�
駐車場�

役場公用車車庫� 峰浜駐在所�

雄島�

旧峰浜庁舎�
跡　　　地�

雪捨て場雪捨て場�雪捨て場�

雪捨て場雪捨て場�雪捨て場�

旧観海子ども園旧観海子ども園�旧観海子ども園�

ファガス�

北日本�
FRP工業�

石川�

雪捨て場　八森地区�

町道大沢大野線�
町道大槻野線�

通行止め�

通行止め�

通行止め�

町
道
横
内
塙
線�

　
　
　（
ゆ
み
こ
ロ
ー
ド
）�

町
道
石
川
大
野
線�

内坂�

大
槻
野�

県
道
常
盤
峰
浜
線�

（
旧
広
域
農
道
）�

町
道
大
槻
野
内
坂
線�

通
行
止
め

通
行
止
め�

通
行
止
め�

本館� 町道八森山麓線�

白瀑�
神社�

東八森駅�

国道101号�

町
道
泊
沢
線�

町道目名潟大沢線�
畑谷�

強坂�

通
行
止
め�

町道の冬季閉鎖箇所�
　降雪時から２月末（予定）までの間、図のとおり

全面通行止めにします。�

　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願

いします。�

■問合せ先　八峰町建設課　　７６－４６１０�

　ＪＲ五能線の下記踏切について、例年どおり通行ができなくなり

ます。ご理解とご協力をお願いいたします。�

■踏 切 名　　高野々、家の後、浜田、笹森、第一横間、第二横間、

　　　　　　　滝ノ間�

■閉鎖期間　　平成28年12月２日（金）～平成29年３月24日（金）�

■問合せ先　　八峰町総務課　　７６－４６０１�

踏切の冬季閉鎖箇所�



冬期間における消防車等の緊急走行にご協力をお願いします�

広報はっぽう　2016.12月号� 8広報はっぽう　2016.12月号�9

新
年
度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す�

新
年
度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す�

新
年
度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す�

 

〜
受
付
は
１
月
31
日（
火
）ま
で
〜�

　
新
年
度
の
子
ど
も
園
入
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
保
育
に
欠
け
る
児

童
の
入
所
を
希
望
す
る
方
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
又
は
各
子
ど
も
園
に
「

入
所
申
込
書
（
支
給
認
定
申
請
書
）
等
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

●
保
育
に
欠
け
る
児
童
と
は�

①
両
親
等
が
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

場
合
。�

②
両
親
等
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日
常

の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
。�

③
親
の
い
な
い
家
庭
。�

④
母
親
が
出
産
前
後
、
病
気
、
心
身
に
障
害

が
あ
る
場
合
。�

※
出
産
の
前
後
と
は
、
妊
娠
、
妊
娠
中
、
出

産
後
間
も
な
い
こ
と
。�

⑤
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心

身
に
障
害
の
あ
る
人
が
あ
り
、
親
が
い
つ

も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合
。�

⑥
児
童
の
親
が
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含

む
）
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
。�

⑦
児
童
の
親
が
就
学
（
職
業
訓
練
校
等
に
お

け
る
職
業
訓
練
を
含
む
）
の
た
め
、
そ
の

児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。�

⑧
火
災
や
風
水
害
地
震
等
の
復
旧
に
あ
た
っ

て
い
る
場
合
。�

※
①
か
ら
⑦
の
児
童
の
家
庭
で
両
親
以
外
の

人
が
児
童
の
保
育
が
で
き
る
場
合
は
除
か

れ
ま
す
。�

�

●
入
所
対
象
児
童�

生
後
３
カ
月
以
上
（
平
成
28
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
児
童
）�

※
保
育
実
施
の
申
込
期
間
は
、
小
学
校
就
学

時
期
に
達
す
る
ま
で
の
保
育
の
実
施
を
必

要
と
す
る
期
間
で
す
。�

�

●
年
齢
の
基
準
日�

　
平
成
29
年
４
月
１
日�

●
受
付
期
間�

　
１
月
４
日（
水
）〜
１
月
31
日（
火
）�

�

●
受
付
場
所�

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課�

（
フ
ァ
ガ
ス
２
Ｆ
）�

町
内
各
子
ど
も
園�

☆
沢
目
子
ど
も
園
　
☆
塙
川
子
ど
も
園�

☆
八
森
子
ど
も
園�

�

●
申
込
書
類�

　
入
所
該
当
児
童
（
平
成
23
年
４
月
２
日
〜

平
成
28
年
12
月
31
日
生
）
の
保
護
者
に
申
し

込
み
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
申
込
書
に
は
必

要
な
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
送
付
さ
れ
る
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

●
入
所
要
否
の
決
定�

　
申
込
書
類
を
調
査
の
う
え
、
後
日
通
知
し

ま
す
。�

�

●
保
育
料�

　
・
３
歳
以
上
児
…
全
額
免
除�

　
・
３
歳
未
満
児
…
半
額
免
除�

※
町
内
在
住
で
町
内
の
施
設
へ
入
所
の
場

合�

　
生
計
主
宰
者
（
保
護
者
）
の
市
町
村
民
税

（
所
得
割
課
税
額
合
算
）
に
よ
る
判
定
と
な

り
ま
す
。�

�

●
問
合
せ
先�

　
八
峰
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課�

　
77
ー
２
７
２
８�

落雪によるガス漏れ・油流出事故にご注意を！�

　これから本格的な降雪期を迎えるにあたり、屋根からの落雪によるプロパンガスボンベやホ

ームタンクの転倒、配管の損傷による危険物・ガス漏えい事故の発生が心配されます。�

　次の事項に注意し、降雪期における雪害対策をお願いします。�

〈共通〉　・配管の損傷防止やタンク・ボンベの転倒防止を図ること。�

　　　　・雪下ろしの際は、お隣のホームタンクやガス設備にも注意すること。�

　　　　・屋根からの落雪があった時は、一度確認すること。環境部（保健所）等に通報する

こと。�

〈ホームタンク〉�

・万が一流出した場合は、速やかに消防署、警察、市町、保健所等に通報すること。�

・注油や移し替えの際は、その場を離れないこと。�

・残油量は常に確認しておくこと。�

〈ガスボンベ〉�

・緊急時に容器バルブを閉止できるように、ガス設備周りの�

　通路を除雪により確保しておくこと。�

　降雪期を迎え道路の凍結や積雪による交通障害が心配されます。消防

車等の緊急自動車は皆さんのご協力の下に、いち早く現場へ到着するこ

とができます。�

　緊急通報を受けた消防車や救急車は、災害現場へいち早く到着し消火

活動や傷病者を医療機関へ搬送するため、道路の中央部分に車体の全部

又は一部をはみ出して走行することや赤信号の交差点に進入できるなど

の、優先通行が道路交通法で認められています。�

　運転中に緊急自動車が近づいた時は、いち早く災害現場に到着できる

ようご協力をお願いします。�

注意！冬のお風呂の死亡事故�

　近年、入浴中の事故により亡くなられている方は増加傾向にあり、その９割以上が高齢者の

方です。�

　入浴中の事故は冬の寒い時期に多いことから、事故を未然に防ぐため次の点に注意しましょ

う。�

入浴中の事故防止 注意点�

・入浴前に脱衣所や浴室を暖めましょう。�

・湯温は41℃以下、湯につかる時間は10分までを目安にしましょう。�

・入浴の前後は、しっかり水分補給しましょう。�

・入浴中は急に立ち上がったりせず、転倒防止に努めましょう。�

・声かけを習慣化し、家族ぐるみで事故を防ぎましょう。�

※体調が悪い、お酒を飲んだ、睡眠薬を飲んだ時は入浴を控えましょう。�

注意事項�

消防署からのお知らせ�

お風呂場でぐったりしている人・溺れている人を発見したら、救急車を！�

■問合せ先　　八峰消防署　　７６－３１１９�



経済産業大臣感謝状　佐藤孝之さん（茂浦）に贈呈�
秋田県統計功労者県知事表彰　芦崎祐子さん（石川）、阿部昌子さん（水沢）が受賞�
�
�
�
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■問合せ先　　八峰町福祉保健課　福祉係　　７６－４６０８�

　地域の皆さんが住みなれた地域で安心して暮らせるよう社会福祉にかかわる相談に応じるため、民生児童

委員が活動しています。�

　ここでは、平成28年12月に厚生労働大臣と秋田県知事から委嘱された委員の皆さんを紹介します。任期

は、平成28年12月１日～平成31年11月30日までの３カ年です。�

●社 会 調 査　　担当区域内の住民の実態や福祉ニーズを日常的に把握します。�

●相 談 活 動　　地域住民が抱える問題について、相手の立場に立ち、親身になって相談に乗ります。�

●情報提供活動　　社会福祉の制度やサービスについて、その内容や情報を住民に的確に提供します。�

●連絡通報活動　　住民が、個々の福祉ニーズに応じた福祉サービスが受けられるように関係行政機関、施設、

団体などに連絡し、必要な対応を促すパイプの役割を努めます。�

●調 整 活 動　　住民の福祉需要に対応し、適切なサービスの提供が図られるよう支援します。�

●生活支援活動　　住民の求める生活支援活動を自ら行い、支援体制をつくっていきます。�

●意見具申活動　　活動を通じて得た問題点や改善策についてとりまとめ、必要に応じて民生児童委員協議会

をとおして関係機関などに意見を提起します。�

担当区域� 氏　　名�

中　山　朱　子�

羽　賀　壽美子�

田　村　鐵　夫�

田　村　利　満�

柴　田　敬　子�

成　田　せえ子�

芹　田　静　香�

大　高　アツ子�

木　藤　文　子�

小　林　美　紀�

高　杉　　　子�

白　鳥　金　悦�

今　井　東　長�

淺　野　睦　子�

武　田　龍　子�

鈴　木　千代子�

本　多　みき子�

小　澤　　　章�

渡　邊　真由美�

薩　摩　直　美�

阿　部　昌　子�

電話番号�

76－3593�

76－3885�

76－2957�

76－2794�

76－3639�

76－3605�

76－2550�

76－3424�

76－2854�

76－2804�

76－3527�

76－2704�

76－2458�

76－3347�

76－2735�

76－3587�

76－3224�

76－3444�

76－3129�

76－3148�

76－3241

水沢１・２・３�

カッチキ台�

駅前・三ツ森�

大久保岱・大岱・手這坂�

目名潟上・萩ノ台�

目名潟下・蝦夷倉�

岩子・大槻野�

高野々・大土面�

田　　中�

沼　　田�

大沢・内荒巻2�

横内・仲村�

塙�

大 信 田�

畑谷・上畑谷・内坂�

強　　坂�

小手萩・内荒巻�

石川上�

石川中・大野・外林�

石川下・稲子沢�

峰浜全域（児童)

担当区域� 氏　　名�

伊　藤　昭　子�

神　垣　小枝子�

諸　澤　クメ子�

伊　藤　博　子�

奈　良　マリ子�

小笠原　有加子�

西　巻　富　子�

日　沼　博　實�

日　沼　美智子�

藤　田　優　子�

門　脇　　　勉�

金　谷　京　子�

門　脇　昭　子�

佐　藤　政　子�

下　坂　順　子�

須　藤　礼　子�

�

電話番号�

77－2507�

77－2337�

77－2811�

77－3423�

77－2673�

77－2955�

77－2135�

77－2145�

77－3264�

77－2306�

77－2588�

78－2719�

78－2532�

78－2637�

78－2453�

78－2627

八森第１�

八森第２�

浜　　田�

椿　　台�

椿�

中浜南部�

中浜北部�

茂　　浦�

立　　石�

横　　間�

滝 の 間 �

小 入 川�

岩館第１�

岩館第２南部�

岩館第２北部�

八森全域（児童)

　「八峰町子育て支援センター」の愛称を10月25

日～11月18日に公募し、応募のあった中から審査

を行った結果、「あいあい」と決定いたしました。

ご応募下さいました皆様ありがとうございました。�

　お子さんを連れて、気軽に集えて皆様に愛される

センターを目指します。遊具等をそろえ、たくさん

の方のご利用をお待ちしています。�

　なお、開設は平成29年１月４日（水）からです。�

　この度、経済産業省所管の統計調査に多大な貢献をしたとして、佐藤孝之さんに経済産業大臣感謝状が贈

呈されました。平成元年から、工業統計調査など22回の統計調査に従事したことなどが評価されました。�

　また、統計調査員として多年にわたり調査の適正な実施に尽力したとして、芦崎祐子さんと阿部昌子さん

が秋田県知事表彰を受賞しました。国勢調査などさまざまな統計調査に長年従事したことが評価されました。�

農業委員会会長　木藤直さん（田中）�
県農業委員大会で表彰されました�
�
�
�

　11月１日に開催された、第60回秋田県農業委員

大会において、八峰町農業委員会会長の木藤直さん

が表彰されました。�

　八峰町が誕生した平成18年７月から10年以上会

長を務めた功績が認められての受賞です。�

大臣感謝状を受け取る佐藤孝之さん�

芦
崎
祐
子
さ
ん

芦
崎
祐
子
さ
ん�

阿
部
昌
子
さ
ん

阿
部
昌
子
さ
ん�

芦
崎
祐
子
さ
ん�

阿
部
昌
子
さ
ん�

秋田書道展一般一科で特選�
　　菊地桂愁さん（立石）が受賞�
�　11月５日～13日の期間開催された、第79回秋田
書道展において、菊地桂愁（本名：修一）さんが一

般一科で特選に選ばれました。�

　一般一科には248点の出品があり、その中での受

賞となりました。おめでとうございました。�



��

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
活
動
の

質
を
保
証
す
る
た
め
に
４
年
に
一
度

再
認
定
審
査
を
行
っ
て
お
り
、
11
月

12
日
〜
14
日
に
か
け
て
、
八
峰
白
神

ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
認
定
現
地
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
な
ど
か
ら
３
人
の
審

査
員
が
来
町
し
、
審
査
を
行
い
ま
し

た
。�

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
で
は
、

最
も
基
本
的
な
審
査
基
準
と
し
て
「
ジ

オ
パ
ー
ク
を
目
指
す
地
域
は
、
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、

ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の
地
域
に

あ
っ
た
や
り
方
で
住
民
、
行
政
、
研

究
者
な
ど
の
関
係
者
が
、
と
も
に
考

え
続
け
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
変
え

る
覚
悟
が
あ
る
か
」
と
掲
げ
て
い
ま

す
。
今
回
の
審
査
で
も
、
こ
の
考
え

方
を
も
と
に
４
年
間
の
活
動
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
検
証
が
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
ま
た
現
地
審
査
で
は
、
ジ
オ
サ
イ

ト
や
拠
点
施
設
で
あ
る
ぶ
な
っ
こ
ラ

ン
ド
森
林
科
学
館
の
紹
介
、
町
内
の

画
家
大
高
孝
雄
氏
に
よ
る
ジ
オ
サ
イ

ト
を
描
い
た
絵
画
展
の
見
学
な
ど
も

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
審
査
の
３
日
間
は
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
み
つ
つ
、
３
名
の
審
査
員
と

関
係
者
の
間
で
真
剣
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。�

�����������

　
現
況
報
告
会
で
４
年
間
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
あ
と
、
協
議
会
の
運

営
委
員
を
中
心
に
、
個
別
で
審
査
員

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を
ど
う
活
用
し
て

い
る
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
活
用
し
て

い
き
た
い
か
に
つ
い
て
質
問
・
意
見

交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
柱
と
な
る
観

光
や
教
育
へ
の
取
り
組
み
の
た
め
、

協
議
会
の
運
営
に
は
多
岐
に
わ
た
る

分
野
の
メ
ン
バ
ー
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
審
査
員
は
、
「
ジ
オ
パ
ー
ク
は

あ
く
ま
で
『
ツ
ー
ル
』
で
あ
り
、
地

域
の
中
で
ど
う
使
っ
て
い
け
る
か
が

重
要
だ
」
と
繰
り
返
し
強
調
し
ま
し

た
。�

������������

　
現
地
審
査
の
最
後
に
は
審
査
員
か

ら
の
講
評
の
場
を
設
け
ま
し
た
。
講

評
で
は
、
ガ
イ
ド
を
始
め
と
し
た
協

議
会
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
る
一
方
で
、
白
神
山
地
と
住
民

を
結
ぶ
ス
ト
ー
リ
ー
を
地
域
の
人
で

一
緒
に
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
課
題
も
提
示
さ
れ
ま
し
た
。�

���

　
今
回
の
再
認
定
審
査
の
結
果
発
表

は
12
月
９
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
結
果

は
再
認
定
か
条
件
付
き
再
認
定
か
に

分
か
れ
ま
す
。
再
認
定
の
場
合
は
４

年
後
、
条
件
付
き
再
認
定
の
場
合
は

２
年
後
に
再
び
再
認
定
審
査
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
結
果
に
か
か
わ

ら
ず
提
示
さ
れ
た
課
題
を
真
摯
に
受

け
止
め
て
、
よ
り
よ
い
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
丁
寧

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。�

�

連載� 第�70回� 再認定審査�

広報はっぽう　2016.12月号�12広報はっぽう　2016.12月号�13

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
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〒
０
１
８-

２
６
３
２�

秋
田
県
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本
郡
八
峰
町
八
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字
三
十
釜
一
四
四
ー
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ラ
ン
ド
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―
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８
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Vol.12

八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます�

はっぽうの元気な企業�はっぽうの元気な企業�有限会社　ライナス・ブランケット�

気軽に相談できる薬局を目指す須藤　也さん�

町の薬局として�
患者に寄り添いたい�

　
「
安
心
し
て
気
軽
に
来
れ
る

薬
局
と
し
て
患
者
に
寄
り
添
い

た
い
。」�

　
こ
う
話
す
の
は
、
有
限
会
社

ラ
イ
ナ
ス
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
の

代
表
取
締
役
、
須
藤
　
也
さ
ん

（
椿
台
）。�

　
平
成
17
年
11
月
に
開
設
し
た

ラ
イ
ナ
ス
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
は
、

ラ
イ
ナ
ス
薬
局
と
し
て
町
民
に

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
ラ
イ
ナ

ス
の
毛
布
」
が
由
来
の
会
社
名

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
や
す
ら
ぎ
の
場

所
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
薬
の
在
庫
の
種
類
は
能
代
市
山

本
郡
で
は
最
も
多
い
薬
局
の
一
つ

で
、
そ
の
数
は
１
７
０
０
種
類
に

も
な
り
ま
す
。
こ
の
お
か
げ
で
、

ほ
と
ん
ど
の
処
方
箋
に
そ
の
場
で

対
応
可
能
で
、
患
者
の
要
望
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
飲
む
薬
の
種
類
が
多
い

患
者
に
対
し
て
は
朝
・
昼
・
夜
ご

と
に
一
包
化
す
る
こ
と
を
勧
め
て

お
り
、
薬
の
飲
み
間
違
い
を
防
止

す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。�

　
こ
こ
で
働
く
従
業
員
は
合
計
５

名
。
そ
の
中
の
一
人
、
前
司
美
由

紀
さ
ん
（
能
代
市
）
は
８
年
前
か

ら
勤
務
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
内

容
は
薬
の
陳
列
や
接
客
な
ど
で
す
。

ど
ん
な
思
い
で
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
伺
う
と
、
「
お
客
様
に

元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

笑
顔
で
対
応
す
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。�

　
最
後
に
須
藤
さ
ん
に
仕
事
に
対

す
る
思
い
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
普

段
病
気
に
な
ら
な
い
方
で
も
気
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
気
軽
に

相
談
に
来
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
来
て
く
れ
た
方
と
世
間
話

な
ど
を
す
る
こ
と
で
、
心
に
寄
り

添
い
、
不
安
を
解
消
し
て
い
き
た

い
で
す
。」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�

・産業分類／調剤薬局�

・主な仕事内容／薬の調剤、�

　市販薬の販売�

有限会社�
ライナス・ブランケット�
（八森字古屋敷13-6）�

TEL  0185－70－4160

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
三
　
輪
　
拓
　
磨�

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定
審
査�

関
係
者
ヒ
ア
リ
ン
グ�

講
評�

結
果
発
表�

　茂浦民謡同好会は、茂浦の住民約30名で構成され、民謡に合わせて踊りを披
露する団体です。そのうち５名が男性で、男性が踊る団体は珍しいと、イベント
出演依頼が来ることもしばしば。�
　毎年８月14日に、地元で20曲の通り踊りを披露しているほか、９月には敬老
会を開催し、とても喜ばれています。このほか町文化祭などで「八木節」などを
披露。「笑いで健康長寿をお手伝い」をモットーに、見ている人に笑顔を届けた
いと踊っています。途中15年ほど活動しない時期もありましたが、昭和48年か
ら続くこの通り踊りを若い世代へ伝えていきたいと考えています。�

絵画展を見学する審査員�

現況報告会の様子�

審査員にジオサイト「三十釜」を案内する様子�



プ
チ
お
試
し
移
住
ツ
ア
ー
開
催
�

　
　
古
民
家
改
修
を
メ
イ
ン
に
作
業
�古民家の屋根裏で作業する参加者�

長蛇の列にはおかわりする方もいました�

税
に
つ
い
て
の
作
文�

　
　
　
　
　
　
　
阿
部
和
奏
さ
ん
受
賞�能代税務署長から賞状を受け取る阿部さん�

　
11
月
12
、
13
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
ま

ち
づ
く
り
団
体H

A
P
P
O
 
T
U
R
N

（
須
藤

和
彦
代
表
）
主
催
の
プ
チ
お
試
し
移
住
ツ
ア

ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
は
町
が
主
催
し
て
、
２
泊
３
日

の
お
試
し
移
住
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
初
め
て
ま
ち
づ
く
り
団
体
が

主
催
。
有
志
８
名
で
構
成
さ
れ
るH

A
P
P
O
 

T
U
R
N

が
町
の
交
流
促
進
事
業
を
活
用
し

て
企
画
し
ま
し
た
。�

　
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能
と
し
た
ツ
ア
ー

に
は
、
町
内
外
か
ら
12
名
が
参
加
。
会
場
は

手
這
坂
の
古
民
家
で
、
屋
根
裏
に
あ
る
萱
置

場
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
萱
刈
り
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
熱
心
に
作
業
に
取
り
組
み
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
ほ
か
、
昼
食
の
豚
汁

な
ど
を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。�

有
事
の
際
の
動
き
を
確
認
�

 
目
名
潟
地
区
で「
消
防
総
合
訓
練
」�声を掛けあい見事な連携を見せたバケツリレー�

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
を
描
く�

　
　
　
　
大
高
孝
雄
さ
ん
個
展
開
催�

　
11
月
10
日
〜
16
日
、
フ
ァ
ガ
ス
に
お
い
て

大
高
孝
雄
さ
ん
（
田
中
）
の
油
絵
個
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
高
さ
ん
は
、
全
日
本
美
術
協
会
委
員
・

理
事
な
ど
を
務
め
て
お
り
、
強
坂
で
ア
ト
リ

エ
我
楽
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

銀
座
で
個
展
を
開
催
し
た
ほ
か
、
北
海
道
や

台
湾
な
ど
で
５
回
開
催
し
て
い
ま
す
。�

　
６
回
目
の
個
展
と
な
る
今
回
は
、
「
八
峰

白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
を
描
く
」
を
テ
ー
マ
に
39

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
幼
少
か
ら
故
郷
の

海
山
川
と
い
っ
た
自
然
と
向
き
合
い
筆
を
執

っ
て
き
た
大
高
さ
ん
の
油
絵
は
、
ジ
オ
ポ
イ

ン
ト
と
重
な
る
作
品
が
多
数
あ
り
ま
す
。
大

高
さ
ん
は
、
「
油
絵
を
通
じ
て
八
峰
町
の
良

さ
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。�

八
峰
町
の
ハ
タ
ハ
タ
を
存
分
に
Ｐ
Ｒ�

　
築
地
魚
河
岸
で
ハ
タ
フ
ェ
ス
開
催�

　
11
月
25
、
26
日
、
東
京
都
の
築
地
場
外
市

場
に
あ
る
築
地
魚
河
岸
で
、
「
第
６
回
秋
田
・

鳥
取
う
ま
い
ぞ
！
ハ
タ
ハ
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ハ
タ
ハ
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
首
都
圏

で
の
ハ
タ
ハ
タ
の
知
名
度
向
上
を
目
的
に
、

秋
田
県
と
鳥
取
県
の
主
催
で
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
「
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
‐

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
と
い
う
、
ハ
タ
ハ
タ
料
理

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

さ
れ
、
ハ
タ
ハ
タ
の
部
に
八
峰
町
、
地
元
特

産
品
部
門
に
日
本
白
神
水
産
が
参
加
。
町
は

「
し
ょ
っ
つ
る
鍋
」、
日
本
白
神
水
産
は
「
白

神
あ
わ
び
の
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
」
を
提
供
。
町
は

八
峰
町
関
東
ふ
る
さ
と
会
メ
ン
バ
ー
と
力
を

合
わ
せ
、
２
年
連
続
３
回
目
の
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
し
ま
し
た
。�

八
峰
町
関
東
ふ
る
さ
と
会
が�

　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た�

万歳三唱でふるさと会の成功を祝いました�

自然の美しさを感じる作品が並びました�

　
11
月
20
日
、
東
京
都
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市

ヶ
谷
で
八
峰
町
関
東
ふ
る
さ
と
会
が
行
わ
れ
、

会
員
の
ほ
か
、
来
賓
な
ど
関
係
者
を
あ
わ
せ

て
約
２
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
総
会
で
は
神
馬
信
一
会
長
か
ら
活
動
概
要

等
が
報
告
さ
れ
、
27
年
度
事
業
報
告
と
決
算
、

28
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。�

　
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
ふ
る
さ

と
の
味
「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」
が
用
意
さ
れ
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
参
加
者
は
長
い
列
を
つ

く
っ
て
い
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ
た
抽
選
会

も
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
を
懐
か

し
む
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
会
場
後
方
に
設
置
さ
れ
た
町
特
産

品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
は
、
お
み
や
げ
を
買
い

求
め
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
11
月
６
日
早
朝
、
目
名
潟
地
区
に
お
い
て

消
防
総
合
訓
練
を
行
い
、
地
区
住
民
な
ど
約

80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
乾
燥
注
意
報
が
継
続
的
に
発

令
さ
れ
る
中
、
目
名
潟
担
い
手
セ
ン
タ
ー
か

ら
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
午
前
７
時
過
ぎ
に
、
住
民
の
火
事
ぶ
れ
に

よ
り
、
駆
け
付
け
た
地
区
住
民
が
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
活
動
を
素
早
く
行
っ

た
ほ
か
、
地
元
や
近
隣
の
消
防
団
と
八
峰
消

防
署
が
ポ
ン
プ
車
で
出
動
し
、
放
水
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
水
消
火
器
を
使
用
し
て
、
炎
で

な
く
燃
え
て
い
る
も
の
に
向
か
っ
て
吹
き
か

け
る
な
ど
の
取
り
扱
い
方
法
を
学
び
、
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
備
え
ま
し
た
。�
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八
峰
町
歴
史
講
演
会�

　
　
　
　
鹿
島
祭
り
を
学
び
ま
し
た�

鹿島祭りについて知識を深めました�

　
11
月
３
日
、
フ
ァ
ガ
ス
に
お
い
て
、
歴
史

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約
40
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。�

　
講
師
に
、
秋
田
県
立
博
物
館
の
丸
谷
仁
美

学
芸
主
事
を
迎
え
、
「
秋
田
の
く
ら
し
・
行

事
〜
カ
シ
マ
サ
マ
を
中
心
と
し
て
」
と
題
し
、

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
鹿
島
信
仰
は
、
江
戸
時
代
か
ら
全
国
各
地

に
普
及
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
田

県
内
に
も
鹿
島
神
社
は
５
つ
ほ
ど
あ
り
、
稲

作
に
関
わ
り
が
あ
る
の
が
特
徴
。
丸
谷
さ
ん

は
、
町
内
の
茂
浦
や
岩
館
の
鹿
島
流
し
に
触

れ
な
が
ら
、「
鹿
島
祭
り
を
通
し
て
、
秋
田
県

や
八
峰
町
が
ど
の
よ
う
な
地
域
な
の
か
考
え

る
機
会
に
な
れ
ば
い
い
。
こ
の
伝
統
を
絶
や

さ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。�

　
11
月
15
日
、
税
に
つ
い
て
の
作
文
で
能
代

税
務
署
長
賞
を
受
賞
し
た
、
八
峰
中
学
校
２

年
の
阿
部
和
奏
さ
ん
に
、
賞
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
は
、
全
国
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
と
国
税
庁
が
募
集
し
た
も
の

で
、
能
代
山
本
管
内
で
は
３
５
２
編
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。�

　
能
代
税
務
署
長
賞
に
選
ば
れ
た
阿
部
さ
ん

の
作
品
の
題
名
は
「
大
切
な
税
」
。
救
急
車

の
出
動
に
係
る
経
費
が
税
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
な
ど
、
知
っ
て
驚
い
た
こ
と
に
触
れ

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
責
任
を
も
っ
て
税
金

の
使
い
方
を
決
め
て
く
れ
る
議
員
を
選
挙
で

選
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
よ
う
で
す
。�

今
回
の
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

ハ
　
ッ
　
ポ
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タ
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わ

か

な�
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新井洋行�
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谷口　智則�

ダニエル・カール�
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�

斉藤洋�

土門トキオ�

学習まんが人物館�

J.K.ローリング�
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東野圭吾�

柚月裕子�

今野敏�

吉田修一�
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おとうさんねずみのクリスマスイブ�

十二支のはやくちことば�

【児童書】�

いえのおばけずかん　おばけテレビ�

10分で読めるはじめての落語�

ルイ・ブライユ　点字を発明した19世紀のフランス人�

ハリー・ポッターと呪いの子�

【一般書】（小説、よみもの、実用書、郷土）�

【小説】恋のゴンドラ�

【小説】慈雨�

【小説】継続捜査ゼミ�

【小説】犯罪小説集�

【文庫小説】仮面病棟�

【文庫小説】ボクの妻と結婚してください。�

【よみもの】九十歳。何がめでたい�

【よみもの】文藝春秋オピニオン2017年の論点�

【実用書】ヤマケイアルペンガイド　東北の山�

【実用書】ネコのキモチ解剖図鑑�

【実用書】りんごのお菓子�

【実用書】チーズケーキとチョコレートケーキ�

【実用書】北欧＆東欧テイストのエコたわし�

【実用書】毎日使える定番のこどもニットぼうし�

【郷土】秋田・廃村の記録　人口減時代を迎えて�

【郷土】秋田藩の用語解説�
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�
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工藤ノリコ�

クレール・フロッサール�

�

ラブリーわんこだいすき倶楽部�

ラブリーにゃんこだいすき倶楽部�

超はっけんのりもの大図鑑�

超はっけんのりもの大図鑑�

コミック版世界の伝記�

J.K.ローリング�

�

東野圭吾�

谷瑞恵�

桐野夏生�

森沢明夫�

村山早紀�

薬丸岳�

高田郁�

七月隆文�

朝霧カフカ�

SHIRONEKO�

野村克也�

二宮敦人�

黒川光博・齋藤峰明�

本間節子�

松本ぷりっつ�

【絵本】�

はもみの木のねがい�

ほげちゃんとこいぬのペロ�

ノラネコぐんだん　そらをとぶ�

エマのたび�

【児童書】�

ドキドキと感動のだいすき犬物語�

ドキドキと感動のだいすき猫物語�

はたらく車�

新幹線�

ウォルト・ディズニー�

ハリー・ポッターと呪いの子�

【一般書】（小説、よみもの、実用書など）�

【小説】恋のゴンドラ�

【小説】木もれ日を縫う�

【小説】猿の見る夢�

【小説】癒し屋キリコの約束�

【小説】桜風堂ものがたり�

【小説】刑事の約束�

【小説】銀二貫�

【小説】君にさよならを言わない�

【小説】文豪ストレイドッグス　４巻�

【写真集】のせ猫�

【よみもの】野村の遺言�

【よみもの】最後の秘境東京藝大�

【よももの】老舗の流儀　虎屋とエルメス�

【実用書】マグカップケーキ�

【コミック】うちの３姉妹　１３巻�

金谷信榮氏の寄付金で購入した�
本、寄贈本もご紹介しています.  

もっと地元のことを知ろう！�

12月の講座�『和太鼓を体験しよう』�

１月の講座�『糠森山の元旦登山』�

　師走の忙しいなか、心と体をリフレッシュするために和
太鼓をたたいてみませんか。峰神太鼓のみなさんが、楽し
く指導します。�
■開催日：12月22日（木）19：30～21：00�
■内　容：和太鼓の基本打ち、リズム、応用等。�
■集　合：峰栄館19：30�
■その他：参加無料※動きやすい服装。バチ等は貸し出します。�
■申込み：12月20日（火）まで　生涯学習課（ファガス）　77－3700

　地元の人が地元のことを知り、もっと地元を好きになっ
てもらうための講座です。�

　元旦に旧八森中学校東側にある糠森山（標高208ｍ）に
登り、わが町と日本海を眺望してみませんか。真瀬山の会
会員がガイドします。�
■開催日：１月１日（日）9：00～10：30�
■集　合：旧八森中学校裏手のビューシーライン（町道）9：00�
■その他：参加無料  希望者は当日集合場所へ。�
■問合せ：真瀬山の会　伊勢　　77－4355

　11月13日、第10回八峰町民バレー
ボール大会が八森体育館で開催されま
した。�
　今大会には７チームが参加。好プレ
ーや珍プレーに大きな歓声が飛んでい
ました。�
〈結果〉　優　勝：めながたパワーズ�
　　　　準優勝：茂浦�
　　　　３　位：立石�
　　　　最優秀選手：菊地栞汰（めながた）�
　　　　優秀選手：田中洋輔（茂浦）�
　　　　　　　　加藤亜紀（立石）�

第10回八峰町民バレーボール大会� 青少年育成　親子ふれあい事業�

　11月19日、ことぶき大学の健康講
話と芸能発表がファガスで行われ287
名が参加しました。�
　健康講話では秋田市の朗読グループ
「耳を澄ます会」による『弥三郎』を観劇。�
　芸能発表では学生が歌や踊りなど自
慢の芸を披露しました。見学に訪れて
いた国際教養大学の学生も踊りの輪に
加わるなど、とても賑やかな一日とな
りました。�

ことぶき大学健康講話・芸能発表�
　11月13日、青少年育成八峰町民会

議主催の親子ふれあい事業「スケート

教室」が秋田県立スケート場で行われ、

12組29名の親子が参加しました。�

　はじめは悪戦苦闘していた参加者た

ちも、慣れてくると親子で楽しく滑っ

ていました。�

　77-3700 寄贈本もご紹介しています.  　76-2323

他の新刊図書は各図書室にお問い合わせください。�

見て、学んで、選んで�

選書ツアーに行ってきました�
　11月26日（土）、生涯

学習課主催の選書ツアー

が行われ16名が参加し

ました。�

　はじめに八郎潟町立図

書館を訪れ、展示や館内

設備などを見学しました。

その後、ブックスモア潟

上店を訪れ、ファガス・

峰栄館の図書室に置く本

を選びました。�

　今回、選んだ本は今後

貸出しいたします。本の

一覧は次号で紹介予定で

す。�

　このたび、移動図書館車「としょカーん」の命名者である、

八森小学校１年生の吉田恋菜さんに記念品を贈呈しました。�

　移動図書館車の愛称は平成28年8月10日（水）～9月2日（金）に

公募し、応募のあった31点から審査を行い決定しました。�

八郎潟町立図書館�

　クリスマスやお正月の絵本、パーティーや年末年始行事を楽し
む本、掃除収納など生活の知恵に関する本を展示中。�

羽田空港を“2016年度・世界一清潔な
空港”にしたカリスマ清掃員・新津春
子氏。各メディアでも取り上げられ大
反響の著者による「おうち掃除の極意」
などが書かれた２冊。�

●ファガス図書室からのおしらせ●�

★ファガスとしょしつ★ピックアップ本★�

『クリスマス&年末年始特集』（12月下旬まで）�

　クリスマスの絵本や読みもの、クリスマスイ
ベントを楽しむためのハウツー本を展示してい
ます。　(展示期間　12月下旬）�

　　　　　　　　　　　　　壊れた本（ページ
が取れたり、破れたりした本）は専用の糊やテ
ープで修理します。壊れた本を見つけた場合は
セロハンテープ等を貼らずにお返しください。�

●峰栄館図書室からのおしらせ●�

展示コーナー『クリスマス特集』�

年末年始休館のお知らせ�（ファガス・峰栄館図書室、移動図書館車「としょカーん」）�
12月29日（木）（木）～１月３日～１月３日（火）（火）はお休みします。本の貸出、返却もできませんはお休みします。本の貸出、返却もできません。�12月29日（木）～１月３日（火）はお休みします。本の貸出、返却もできません。�

移動図書館車�
「としょカーん」だより�

よし�た�ここ�な�

八峰おしごと発掘塾（仮称）�
　八峰町で暮らすための仕事起こしと仲間づくりの勉強
会に参加しませんか。�
　詳しくは11月25日お知らせ版をご覧ください。�
■申込み：12月20日（火）�
　　　　　生涯学習課（ファガス）　　77－3700

展示中�

〔開室時間〕　午前８時30分～午後９時�
　　　　　　〈休み：年末年始、蔵書点検期間〉�
■ファガス図書室　八峰町八森字中浜196-1　 　　0185-77-3700�
■峰栄館図書室　八峰町峰浜田中字野田沢20-1　　0185-76-2323

▽チビッコ公民館、１/２成人式�
　■開催日：12月27日（火）9：00～�
　■会　場：峰栄館１階　多目的ホール�
　■問合せ：八峰町公民館（峰栄館）　　76－2323�
　※詳しくはお知らせ版の募集記事をご覧ください。�
▽新春囲碁大会　�
　■日　時：平成29年１月９日（月）9：00～�
　■会　場：峰栄館１階　婦人研修室�
　■問合せ：八峰町公民館（峰栄館）　　76－2323�
　※詳しくはお知らせ版の募集記事をご覧ください。�
▽移動スキー＆スノーボード教室�
　■開催日：１月15日（日）　　■会　場：阿仁スキー場�
　■問合せ：町スキークラブ　090－7562－1941（山内）　�
　　　　　　　　　　　　　　090－9743－8946（佐々木）�
▽全町バスケットボール大会�
　■開催日：１月28日（土）、29日（日）�
　■会　場：八森体育館�
　■問合せ：町バスケットボール協会�
　　　　　　　0185－77－3161（奈良）�

行 事 予 定�



日・曜日� 行　事　名� 場　　所� 時　　間� 内　　　　容�

広報はっぽう　2016.12月号�18広報はっぽう　2016.12月号�19

平成28年�

午前10：00～�

午後3：00�

�

午後2：00～午後3：00�

�

�

�

�

午後1：30～午後3：30��

�

午後1：30～午後4：00�

�

午後2：00～午後3：30�

�

午前9：30～正午�

�

午前10：00～�

午後3：00�
�

�

午後2：00～午後3：30�

�

午後1：30～午後3：30�

�

午前9：00～�

午後2：00～午後3：30�

�

午後2：00～午後3：30

滝の間コミュニ�

ティセンター�

ファガス�

（シーガル）�

�

八森第１自治会�

役場…午前10：00～午前11：40、秋田アルス…正午～午後0：40、海光苑…午後2：00～午後3：30、�

ハタハタ館…午後4：00～午後4：30  �

塙川健康センター��

�

塙川健康センター�
�

水沢コミュニ�

ティセンター�

社会福祉協議会�

（旧八森中）�

�

八森保健センター�
�

�

沢目駅前コミュニ�

ティセンター�

椿台コミュニティセ�

ンター「ぬかもり館」�

峰栄館�

高野々公民館�
�

浜田地区コミュニ�

ティセンター�

鍋パ！×なべっこ遠足�

　出会いイベント�

�

あった会�

�

八森第１泰山会古紙回収�

巡回献血�

�

交流サロン�

「らべんだー」�

�

ほっと健康相談日�

�

水沢下介護予防教室�

�

心配ごと相談�

�

�

活き活き健康教室�
�

�

駅前・三ツ森介護予防�

教室�

もりのカフェ�
�

チビッコ公民館�

高野々介護予防教室�
�

�

浜田健康教室�

日�
�

�

月�

�

火�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

水�
�

木�

�

�

�

�

�

日�
�

火�

�

18�
�

�

19�

�

20�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

21�
�

22�

�

�

�

�

�

25�
�

27�

�

※詳しくは11月25日発行のお知らせ版２ページ�

をご覧ください。�

読み聞かせサークル「かもめ」が、絵本の読み聞�

かせなどをします。どなたでもお気軽にお立ち寄

りください。�

午前９時までに自宅前に出してください。�

�

�

陽だまりの会会員がおいしいコーヒー、お茶を準�

備してお待ちしております。どなたでもお気軽に

お立ち寄り下さい。�

保健師が心や体の悩みなどの相談に応じます。�

お気軽においでください。　担当保健師　大高�

内容：高齢者向け体操・レクゲーム・認知症の予�

　　　防訓練�

担当：齊藤一義相談員�
�

対象：脳卒中後遺症の方�

内容：健康チェック・理学療法・リハビリ体操�

※参加希望者は健康推進係へ�

　　76－4608　　77－4050�

内容：高齢者向け体操・レクゲーム・認知症の予�

　　　防訓練�

椿台自治会員の交流の場です。椿台自治会の方は、�

どなたでもお気軽においでください。�

※詳しくは20ページをご覧ください。�

内容：高齢者向け体操・レクゲーム・認知症の予�

　　　防訓練�

内容：健康講話・健康相談�

講話テーマ：冬の感染症予防について�

浜田自治会の方はどなたでもご参加ください。�

�
�

■問合せ・申込先　　八峰町福祉保健課　健康推進係　　７６－４６０８�

集いの場「カタクリ」�

～出前あきた若者サポートステーション～�

　「カタクリ」は６月から毎月第２土曜日に行ってきました。�

　就労を希望する方や社会参加したい方（15歳から39歳の若者）はご利用くださ

い。これまでの活動と次回の活動を紹介します。�

＜９月＞・八森保健センターでぬり絵やイラスト、相談員への相談�

　　　　・ぶなっこランドで育苗ポット内の雑草抜き�

　　　　・三十釜の散策�

　　　　　三十釜の散策では「こんなにきれいなところがあるんだ。�

　　　　　来て良かった。」という声がありました。�

　　　　○八峰町からの参加者は６名、保護者が３名でサポステの�

　　　　　方も含め、総勢20名の活動となりました。�

＜10月＞・生薬畑の見学�

　　　　　うきうき農園で生薬畑の草取りボランティアを行う予定�

　　　　　でしたが、あいにくの雨だった為、花の家から龍角散の�

　　　　　コマーシャルに出る生薬畑を見学しました。�

　　　　○八峰町からの参加者は４名、保護者が１名、総勢16名で�

　　　　　峰栄館でグループワークを行いました。グループ内で発言�

　　　　　することで自信をつける活動でした。�

　11月から「カタクリ」の会場を�

　社会福祉協議会（旧八森中学校）ミーティングルームに�

　変更しました。�

＜11月＞・社会福祉協議会（旧八森中学校）の窓ふき、�

　　　　　入り口の清掃�

　　　　・ミーティングルームでの交流�

＜12月＞・クリスマス装飾品つくり�

これまでの活動�

【1月14日（土）】�

◎「カタクリ」�

　会場：八峰町社会福祉協議会　ミーティングルーム�

　時間：午後１時30分～午後４時�

◎若年層向け相談会�

　会場：八峰町社会福祉協議会　小会議室�

　時間：午後１時30分～午後４時�

※あきた若者サポートステーション総括コーディネーター大屋みはる氏による若年層向け

相談会です。�

　※送迎を行っていますので、ご希望の方は福祉保健課にお知らせください。�

これからの活動�

「カタクリ」会場入り口�
みんなで掃除してきれいになりました。�
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伝
い
い
た
だ
け
る

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

し
て
い
ま
す
。�

日
時
　
12
月
27
日（
火
）午
前
９

時
〜�

場
所
　
峰
栄
館�

対
象
　
町
内
の
小
学
４
年
生�

　
　
　
　
八
峰
町
公
民
館�

（
　
76
ー

２
３
２
３
）�

第
11
回
新
春
囲
碁
大
会�

　
第
11
回
新
春
囲
碁
大
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

日
時
　
Ｈ
29
年
１
月
９
日（
月
）

午
前
９
時
〜�

場
所
　
峰
栄
館�

参
加
費
　
無
料
（
昼
食
は
各
自

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
）�

　
　
　
　
八
峰
町
公
民
館�

（
　
76
ー

２
３
２
３
）�

��������

移
動
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
教
室�

日
時
　
Ｈ
29
年
１
月
15
日（
日
）

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時

30
分�

場
所
　
森
吉
山
　阿
仁
ス
キ
ー
場�

対
象
　
町
民（
小
学
４
年
生
以
上
）�

定
員
　
20
名�

参
加
費
　
大
人
１
名
１
千
円

（
保
険
料
含
む
）※
小
中
学
生

無
料�

　
リ
フ
ト
券
代
、
昼
食
代
、
レ

ン
タ
ル
代
は
個
人
負
担�

申
込
期
限
　
Ｈ
29
年
１
月
10
日

（
火
）�

そ
の
他
　
フ
ァ
ガ
ス
を
発
着
点

と
し
て
バ
ス
で
移
動�

　
　
　
　
八
峰
町
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
（
山
内
　
０
９
０
ー

７
５

６
２
ー

１
９
４
１
、
佐
々
木

　
０
９
０
ー

９
７
４
３
ー

８
９

４
６
）�

�����

第
16
回�

能
代
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会�

日
時
　
Ｈ
29
年
２
月
19
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜�

場
所
　
能
代
市
総
合
体
育
館�

参
加
部
門
　
一
般
の
部
（
中
高

生
含
む
）、
小
学
生
の
部�

　
※
い
ず
れ
も
男
女
混
合
可�

参
加
費
　
一
般
の
部
：
６
千
円
、

小
学
生
の
部
：
３
千
円�

申
込
方
法
　
Ｈ
29
年
１
月
27
日

（
金
）ま
で
に
、
参
加
費
を
添

え
て
フ
ァ
ガ
ス
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。�

そ
の
他
　
大
会
日
の
前
週
に
能

代
市
総
合
体
育
館
に
て
練
習

会
を
行
い
ま
す
。ま
た
、ル
ー

ル
指
導
等
で
講
師
を
派
遣
で

き
ま
す
。
希
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
　
八
峰
町
体
育
協
会
事
務
局

（
　
77
ー

３
７
０
０
）�

��

今
月
の
納
期
！�

【
固
定
資
産
税
第
４
期
、
国
民

健
康
保
険
税
第
５
期
、
介
護

保
険
料
第
６
期
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
第
６
期
】�

　
12
月
28
日（
水
）�

　
　
八
峰
町
税
務
会
計
課
（
　

76
ー

４
６
０
４
）、
八
峰
町
福�

　
祉
保
健
課（
　
76
ー

４
６
０
８
）�

�

町
営
診
療
所
及
び
町
営
歯
科
診

療
所
の
休
診
日
の
お
知
ら
せ�

町
営
診
療
所
　
12
月
28
日（
水
）

〜
Ｈ
29
年
１
月
３
日（
火
）�

町
営
歯
科
診
療
所
　
12
月
24
日

（
土
）、
12
月
29
日（
木
）〜
Ｈ

29
年
１
月
４
日（
水
）�

　
　
八
峰
町
営
診
療
所
（
本
院

　
76
ー

３
８
１
３
）、
八
峰
町

営
歯
科
診
療
所（
　
88
ー

８
２

１
０
）�

�

献
血
の
お
知
ら
せ�

　
尊
い
命
を
救
う
た
め
、
皆
さ

ん
の
善
意
の
献
血
を
お
願
い
し

ま
す
。
協
力
頂
い
た
方
に
は
粗

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
予

約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

日
時
　
12
月
20
日（
火
）�

場
所
　
八
峰
町
役
場
、
秋
田
ア

ル
ス
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
海
光
苑
、
ハ
タ
ハ
タ
館�

受
付
時
間
　
役
場
…
午
前
10
時

〜
11
時
40
分
、
秋
田
ア
ル
ス

…
正
午
〜
午
後
０
時
40
分
、

海
光
苑
…
午
後
２
時
〜
３
時

30
分
、
ハ
タ
ハ
タ
館
…
午
後

４
時
〜
４
時
30
分�

　
　
八
峰
町
福
祉
保
健
課
健
康

推
進
係
（
　
76
ー

４
６
０
８
）�

��������

ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
森
林
科
学

館
休
館
の
お
知
ら
せ�

　
ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
「
森
林
科

学
館
」
の
改
修
工
事
に
伴
い
、

左
記
の
期
間
は
、
終
日
休
館
と

な
り
ま
す
。
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。�

休
館
期
間
　
Ｈ
29
年
２
月
28
日

（
火
）ま
で
　
※
予
定�

　
　
八
峰
町
産
業
振
興
課�

（
　
76
ー

４
６
０
５
）�

�

還
暦
祈
祷
の
ご
案
内�

　
八
峰
町
内
で
は
、
Ｈ
29
年
に

満
60
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に

し
て
、
各
地
域
で
実
行
委
員
会

を
組
織
し
て
還
暦
の
祈
祷
を
受

け
て
い
ま
す
。
町
内
に
移
住
さ

れ
て
き
た
方
で
還
暦
祈
祷
を
受

け
た
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

還
暦
祈
祷
日
　
Ｈ
29
年
２
月
１

日（
水
）午
前
11
時�

参
加
費
　
５
千
円�

（
祈
祷
料
、
写
真
代
ほ
か
）�

　�　
八
森
地
区
　:

工
藤
金
悦�

（
昼
　
77
ー

３
７
０
０
）�

　
沢
目
地
区
　:

大
高
利
美�

（
昼
　
76
ー

３
８
２
１
）�

　
塙
川
地
区
　:

佐
々
木
喜
美
雄�

（
昼
　
76
ー

３
９
８
０
）�

����

�

年
末
年
始
特
別
警
戒�

　
年
末
年
始
に
お
け
る
買
い
物

客
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
店
舗

及
び
夜
間
に
多
数
の
人
が
出
入

す
る
地
域
を
特
別
警
戒
し
、
火

災
の
未
然
防
止
及
び
放
火
の
防

止
を
呼
び
か
け
、
住
民
の
警
火

心
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。�

警
戒
期
間
　�

・
八
峰
消
防
署
…
12
月
23
日（
金
）�

　
〜
Ｈ
29
年
１
月
３
日（
火
）ま

で
の
12
日
間
。
午
前
、
午
後

各
１
回
。�

・
消
防
団
…
担
当
区
域
の
警
戒

を
適
宜
実
施�

※
当
日
の
気
象
状
況
等
に
よ
り
、

適
宜
警
戒
時
間
を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
　
八
峰
消
防
署�

（
　
76
ー

３
１
１
９
）����������

秋
田
県
雪
害
事
故
防
止
週
間�

　
Ｈ
29
年
１
月
14
日（
土
）〜
１

月
22
日（
日
）は
、
「
秋
田
県
雪

害
事
故
防
止
週
間
」
で
す
。
　

「
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
２
人
以

上
で
」「
除
雪
機
の
調
整
等
は
エ

ン
ジ
ン
を
切
っ
て
か
ら
」
な
ど

除
排
雪
作
業
中
の
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。�

�������

就
職
未
内
定
の
学
生
、
生
徒

及
び
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ�

　
秋
田
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
県
内
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

は
、
学
生
、
生
徒
及
び
保
護
者

の
方
を
対
象
と
し
た
「
未
内
定

者
へ
の
集
中
支
援
」
を
実
施
し

ま
す
。�

　
支
援
期
間
中
は
、
各
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
「
学
卒
集
中
支
援
コ

ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

支
援
期
間�

　
12
月
〜
Ｈ
29
年
３
月
末�

支
援
内
容
　
求
人
情
報
の
提
供
、

応
募
書
類
の
添
削
指
導
、
面

接
指
導
、
個
人
求
人
開
拓
等�

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
代�

（
　
54
ー

７
３
１
１
）��

国
民
年
金
基
金
か
ら
お
知
ら
せ�

　
国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基

礎
年
金
の
上
積
み
年
金
と
し
て

給
付
を
行
う
、
公
的
な
年
金
制

度
で
す
。
基
本
型
は
65
歳
受
給

開
始
で
す
が
、
２
口
目
以
降
に

60
歳
か
ら
支
給
の
タ
イ
プ
も
あ

り
ま
す
。�

　
１
月
中
旬
に
加
入
対
象
者
あ

て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
詳
し

い
資
料
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。�

　
　
秋
田
国
民
年
金
基
金
（
　

０
１
２
０
ー

６
５
ー

４
１
９
２
）�

�

�

労
働
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い

ま
せ
ん
か�

　
解
雇
、
い
じ
め
、
い
や
が
ら

せ
、
職
場
環
境
の
悪
化
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
あ
っ
せ
ん
に

よ
り
お
手
伝
い
し
ま
す
。
利
用

は
無
料
で
、
秘
密
を
厳
守
し
ま

す
。�

　
　
秋
田
県
労
働
委
員
会
事
務

局
（
　
０
１
８
ー

８
６
０
ー

３

２
８
４
）�

�

知
っ
て
い
ま
す
か
？�

　
　
　
　
建
退
協
制
度�

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

（
建
退
協
）
は
、
国
の
退
職
金

制
度
で
す
。�

　
掛
金
の
一
部
は
国
が
補
助
し
、

掛
金
が
全
額
非
課
税
で
あ
る
な

ど
「
確
実
・
安
全
」
で
す
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。�

h
ttp
://w

w
w
.k
e
n
ta
ik
y
o
.�

ta
isy
o
k
u
k
in
.g
o
.jp
/�

　
　
建
退
協
秋
田
支
部
（
　
０

１
８
ー

８
２
３
ー

５
４
９
５
）�
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●
募
集
・
試
験
�

●
ス

ポ

ー

ツ

�

●
イ

ベ

ン

ト
�

●
お

知

ら

せ
�

問
・
申
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
・
申
�

問
・
申
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
�

問
・
申
�
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（敬称略）�（敬称略）�

11月�

（
11
月
30
日
現
在
）
�

■
人
口
　
７，
５
３
６
人
　（
減
８
）�

　
●
男
　
３，
５
６
２
人
　（
減
３
）�

　
●
女
　
３，
９
７
４
人
　（
減
５
）�

■
異
動
内
訳
�

　
●
出
　
生
　
　
　
　
　
　
１
人
�

　
●
死
　
亡
　
　
　
　
　
　
11
人
�

　
●
転
　
入
　
　
　
　
　
　
６
人
�

　
●
転
　
出
　
　
　
　
　
　
４
人
�

■
世
帯
数�

　
　
３，
１
０
６
世
帯（
１
世
帯
減
）�

（
　
）の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。�

　
こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に
�

基
づ
い
て
い
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
（
外
国
人
を
含
む
）
�

吉
　
村
　
優
　
凛
 
（
八
森
１
）
�

 
 
 
【
毅
・
奈
緒
美
　
長
女
】
�

赤
ち
ゃ
ん
�

こ
ん
に
ち
は
�赤
ち
ゃ
ん
�

こ
ん
に
ち
は
�

ゆ
う
�

り
�

平
　
川
　
智
　
明
　（
大
　
沢
）�

菊
　
地
　
瑛
　
恵
　（
岩
館
２
）�

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う
�

ご
結
婚
お
め
で
と
う
�

お

く

や

み

お

く

や

み

�

お

く

や

み

�

後
　
藤
　
チ
ヨ
ノ
（
99
）
畑
　
谷�

小
　
林
　
サ
ワ
ノ
（
97
）
石
　
川�

諸
　
澤
　
金
　
夫
（
82
）
浜
　
田�

田
　
村
　
政
　
芳
（
77
）
大
久
保
岱�

水
　
木
　
ヒ
　
サ
（
91
）
大
　
沢�

越
　
中
　
和
　
博
（
57
）
　
椿�

長
　
門
　
カ
　
ナ
（
88
）
目
名
潟�

佐
　
藤
　
ト
ミ
ノ
（
96
）
浜
　
田�

田
　
村
　
米
　
男
（
82
）
岩
　
子�

第10回�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋�

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
協

力
隊
の
三
輪
拓
磨
で
す
。
11
月

27
日（
日
）に
東
京
で
「
第
３
回

地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
国
サ
ミ

ッ
ト
」
が
、
協
力
隊
員
の
学
び

や
交
流
、
活
動
発
表
の
機
会
を

作
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
八
峰
町
か
ら
は
鈴
木
、

三
輪
の
両
隊
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
協
力
隊
５
５
０
名

を
含
む
１
０
０
０
名
超
が
参
加

し
、
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

���������
　
す
で
に
ご
存
知
の
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
は
人
口
減
少

や
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
地

方
に
お
い
て
、
地
域
外
の
人
材

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
地
域

力
の
維
持
・
強
化
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で

す
。
任
期
は
最
長
３
年
間
で
、

協
力
隊
員
は
そ
の
中
で
自
ら
の

定
住
を
目
指
し
な
が
ら
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
し
ま
す
。

八
峰
町
で
は
、
鈴
木
隊
員
が
移

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
三
輪
隊

員
が
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た

地
域
振
興
の
担
当
と
し
て
着
任

し
て
い
ま
す
。�

　
全
国
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
日
本

総
合
研
究
所
㈱
主
席
研
究
員
の

藻
谷
浩
介
氏
が
「
地
域
の
魅
力

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
題

し
た
特
別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

人
口
の
年
齢
別
構
成
か
ら
、
今

後
は
都
市
で
は
高
齢
者
が
激
増

し
、
地
方
で
は
む
し
ろ
高
齢
者

が
減
る
こ
と
を
解
説
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
「
長
い
目
で
見
れ
ば
、

子
ど
も
を
育
て
や
す
い
地
域
が

生
き
残
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

熱
意
の
あ
る
講
演
を
聞
い
て
、

八
峰
町
が
１
０
０
年
後
も
続
い

て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
も
頑

張
ら
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。�

����

�

人
の
動
き
�

協力隊が設置した�
PR・販売ブース�

藻谷氏の講演の様子�

八
峰
町
へ
﹇
ふ
る
さ
と
八
峰
�

　
　
応
援
基
金
寄
附
金
と
し
て
﹈
�

梅
　
田
　
　
正
　
二
　（
宮
城
県
）�

井
　
上
　
　
純
　
子
　（
栃
木
県
）�

福
　
司
　
　
憲
　
道
　（
宮
城
県
）�

田
　
中
　
　
俊
　
也
　（
三
重
県
）�

畠
　
山
　
　
　
尚
　
　（
静
岡
県
）�

幸
　
田
　
　
和
　
之
　（
新
潟
県
）�

加
　
藤
　
　
　
普
　
　（
東
京
都
）�

松
　
木
　
　
大
　
介
　（
千
葉
県
）�

尾
　
崎
　
　
拓
　
人
　（
埼
玉
県
）�

石
　
津
　
　
貴
　
之
　（
大
分
県
）�

張
　
　
　
　
磊
　
　
　（
大
阪
府
）�

高
　
瀬
　
　
寿
　
光
　（
福
岡
県
）�

後
　
藤
　
　
航
　
也
　（
茨
城
県
）�

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
�

　
　
　
﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈
�

芹
　
田
　
　
正
　
克
　（
蝦
夷
倉
）�

亡
　
父
　
與
　
春
�

菊
　
地
　
　
正
　
弘
　（
八
森
１
）�

亡
　
母
　
テ
ツ
子
�

長
　
門
　
　
正
　
博
　（
水
　
沢
）�

亡
祖
父
　
一
　
二
�

佐
　
藤
　
　
　
要
　
　（
田
　
中
）�

亡
　
父
　
盛
　
一
�

佐
々
木
　
　
孝
　
夫
　（
岩
　
子
）�

亡
　
父
　
信
　
夫
�

水
　
木
　
　
勝
　
也
　（
大
　
沢
）�

亡
　
母
　
ヒ
　
サ
�

諸
　
澤
　
　
明
　
美
　（
浜
　
田
）�

亡
　
父
　
金
　
夫
�

武
　
田
　
　
智
　
浩
　（
畑
　
谷
）�

亡
祖
母
　
キ
　
ン
�

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、�

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。�

　八峰町役場の年末年始の休日は、12月29日（木）から１月３日（火）までとなって

います。この期間中、戸籍・住民票・印鑑証明書等の発行はできませんので、ご注

意ください。なお、下記の業務については受付しています。�

●婚姻届�

婚姻届の受付は宿直で行いますので、休日も届出できま

す。なお、年末年始に届出を予定している方は、事前に

用紙を受け取り、休日前に戸籍担当へご相談ください。�

●死亡届・斎場使用許可申請�

死亡届は、事前に連絡のうえ、宿直までお越しください。

12月29日（木）は届出できません。斎場は、１月１日（日）

のみ休みです。�

●届出の期限と必要な書類�

●出生届�

出生届は届出期限が２週間以内となってい

ます。なるべく１月４日（水）以降に届出し

てください。�

●その他の届出�

年末年始の休日前に役場へご連絡のうえ、

ご確認ください。�

●休日の連絡先�

　八峰町役場　　７６－２１１１�

■ファガス及び峰栄館図書室：12月29日（木）～1月3日（火）まで休館とさせていただきます。�

■町 営 診 療 所：12月28日（水）～1月3日（火）まで休診とさせていただきます。�

■町 営 歯 科 診 療 所：12月29日（木）～1月4日（水）まで休診とさせていただきます。�

持参するもの� 提出期限�

－�

7日以内�

14日以内�

届出人印鑑�

○�

○�

○�

そ　　の　　他�届出種類�

婚　　姻　　届�

死　　亡　　届�

出　　生　　届�

戸籍謄本（八峰町に本籍がない方）�

（
敬
称
略
）�

八
峰
町
へ
﹇
篤
志
寄
附
と
し
て
﹈�

八
峰
中
学
校
３
年
生
一
同
�

金
　
田
　
　
綱
　
蔵
　（
八
森
２
）�

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
�

町で行った入札において、予定価格が130万円以上の�
ものについて、お知らせします。�
町で行った入札において、予定価格が130万円以上の�
ものについて、お知らせします。�

契約金額�2,700,000円（落札率92.59％）�
請負業者�山岡工業㈱�

■11月２日入札分�
○下水道中継ポンプ用マンホール清掃業務委託及び下水道管渠清掃�

契約金額�5,002,560円（落札率91.03％）�
請負業者�キクチ建築�

■11月８日入札分�
○八峰町子育て支援センター改修工事�

契約金額�15,621,120円（落札率89.49％）�
請負業者�㈲菊地建業�

■11月15日入札分�
○ぶなっこランド改修工事�

契約金額�1,512,000円（落札率97.90％）�
請負業者�本多造園土木㈱�

■11月29日入札分�
○八森地区給水管切替工事�

契約金額�4,098,600円（落札率92.00％）�
請負業者�門脇建築�

■11月22日入札分�
○定住促進用空き家改修工事（畑谷）�

契約金額�2,883,600円（落札率90.81％）�
請負業者�㈲大熊工務店�

○ハタハタ館温泉棟外壁補修工事�

契約金額�3,780,000円（落札率75.97％）�
請負業者�㈱ぎょうせい　東北支社�

○平成28年度八峰町老人福祉計画・第７期介護保険事業計画に係る基礎調査業務委託�
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